
第 204 回 東葛しぜん観察会  

夏の自然たんけんラリー 

草野 幸子(松戸市） 

日 時：2025 年 7 月 26 日(土）9時～12 時、天候：晴れ  

参加者：43 名（大人 22 名、子ども 21 名）、担当指導員：櫛田、草野、高森、三嶋 

参加指導員：相吉、渋谷、杉本、野坂、林眞、藤田、三角、山口 

この観察会は、松戸市の２１世紀の森と広場で、夏休み中の子ども達を対象にポイントを看板と

手元の地図を頼りに探検して回る取り組みとして続けてきた。昨年までは午後に開催していたが、

ここ数年の猛暑に対応して今年は９時受付開始とし午前中に実施した。またこの取り組みは申し

込み制ではなく事前に園内のポスターで知らせた他は当日の来園者にチラシを配って参加の呼

びかけをしてきた。  

当日は雲一つ無い快晴。気温の予想も 34℃。９時から公園に来る子はいるのだろうかと心配し

ながらチラシを手渡しで呼びかけを始めたが、散歩やランニングの大人はいるものの 子ども連れ

はとても少ない。しかし そのうちポスターを見てやって来た小学生がいる家族や、幼い子を連れて

散歩に来た家族が少しずつやって来た。今までなら数家族が集まったらスタートしていたが、今回

は一家族ずつに指導員が付いてのスタート。①スタート地点に近い花壇に来る虫の観察、②ドン

グリの赤ちゃん探し（クヌギ・シラカシ）、③におい探検（クサギ・ヨモギ・ドクダミなど）、④田んぼクイ

ズ（この植物は何だろう  穂・イネの花）、⑤ハスの葉実験、⑥虫を探そう（どんな虫がいるかな？ 

虫を捕まえてみよう） 、おまけのポイントとして 草花あそび：エノコログサ遊び、オオバコのスジだし、

アカツメクサの魔法、であそびを楽しんだ。  

虫が好きな子、嫌いな子、元気がいい子、とてもシャイな子、公園の自然に興味があるとはいえな

い幼い子など個性的な子ども達に、指導員各自がどうしたらこの子に興味を持ってもらえるかと、

投げかけ方や心のつかみ方を工夫したり、興味に合わせてゆっくり回ったりしていた。その結果ど

の子も虫を捕まえることが出来たり、虫を触ったり、匂いをかいでみたり、草花で遊んだり、ハスの

葉に思いっきり水をかけたりと楽しみながら自然と触れ合うことが出来た。それからお父さんの方が

夢中になるほど楽しんだ人もいたし、日本語がわからない中国人のおじいちゃんがいて、ドクダミ

の匂いに故郷の匂いを思い出すという一幕もあったようだ。  

また本日の参加者の中に視覚障害のあるご夫婦と介助者がいた。参加者が少ないのでこういう方

にも自然との触れ合いを楽しんでいただけるのではないかと思って声を掛けたところ、驚いたよう

だが興味を持って参加して下さることになった。案内の指導員の中に視覚などの障害のある方に

も対応できる資格を持つ指導員がいて一緒に回り、花や葉の匂いをかいだり、花の形を指で触れ

ながら確認したり、ハスの花をそっと包むように触って匂いをかいで感動したりと素敵な体験が出

来たようだ。また一緒に参加した介助者の方も喜んで下さり、私たちの観察会に新たな取り組みが

できるかなとの思いも感じられた。  

ともかく暑い日で熱中症なども心配されたが何事も無く無事終了できたのは幸いであった。 

 

千駄堀池のテントで 来園家族に 
チラシ配付 参加呼びかけ 

ブルーサルビアにハナバチが 
蜜を吸いに来ています 

ハスの花の香りを嗅いで 
爽やかな香りでしょう 


